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箱根土曜塾からのお知らせ　№04
　
園
生
活
に
お
い
て
、
様
々
な
経

験
や
体
験
を
す
る
た
め
に
は
地
域

の
方
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
例

え
ば
読
み
聞
か
せ
、
地
域
の
方
が

集
ま
る
８
月
の
納
涼
大
会
で
披
露

し
た
踊
り
や
太
鼓
。
こ
れ
ら
は
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
指
導

を
受
け
た
も
の
で
す
。
そ
の
他
、

芦
ノ
湖
に
近
い
こ
と
も
あ
り
ボ
ー

ト
体
験
や
観
光
船
の
乗
船
等
、
箱

根
な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
身

に
つ
け
て
欲
し
い
感
性
は
自
然
等

の
身
近
な
環
境
と
十
分
に
関
わ
る

時
間
、
そ
し
て
そ
の
中
で
美
し
い

も
の
、
優
れ
た
も
の
、
心
を
動
か

す
出
来
事
等
と
の
出
会
い
、
そ
こ

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る
・
地
域
へ
つ
な
ぐ
～

か
ら
得
た
感
動
を
友
達
や
先
生
と

共
有
し
、
様
々
に
表
現
す
る
こ
と

で
養
わ
れ
て
い
ま
す
。
園
の
周
り

に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
学

び
を
得
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
地
域

の
人
た
ち
は
あ
た
た
か
な
声
を
掛

け
、
一
緒
に
成
長
を
喜
ん
で
く
れ

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
色
々
な
人
た
ち

に
見
守
ら
れ
、
そ
し
て
支
え
ら
れ

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
箱
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稚
園
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育
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　町では、園・小・中一貫教育を推進するため、各園・学校の代表の教職員と教育委員会を代表す
る職員で構成する「一貫教育推進運営委員会」をはじめ、各種部会を組織し、研究しながら一貫教
育を推進しています。
　今回は、各種部会のうち、「観光学習推進部会」の取り組みを紹介します。
　「観光学習」とは、箱根の基幹産業である「観光」に特化した地域学習のことで、子ども達は小
学 3年生から中学 3年生までの「総合的な学習の時間」などの授業において、学習しています。
　「観光学習推進部会」では、部会員の教職員が 1年間を通した「観光学習」の単元づくりや、お
互いの授業を参観するなどして、「箱根を知り、語れる子の育成」に向けて、研究を重ねていま
す。
　例えば、子ども達が住んでいる地域を実際に探検し、探検してわかったことなどを地図にまとめ
たり、地域の偉人について調べたりして、最終的に発表する学習活動を行っています。
　こうした取り組みを通じて、子ども達自身が住んでいる地域をより深く知ることができ、地域に
愛着を持つことにつながっており、将来的には、箱根のことを学んだ子ども達が何らかのかたちで
箱根に貢献する“人財”となることを願っています。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
観光学習推進編

～今年度も「箱根土曜塾」、開講しました！～

難
病
講
演
会
と
家
族
の
つ
ど
い

「
膠
原
病
～
病
気
と
の
付
き

合
い
方
を
考
え
る
～
」

　
病
気
を
知
り
、
自
分
の
病
気
と

の
付
き
合
い
方
の
ヒ
ン
ト
や
日
常

生
活
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
講
演
会　
膠
原
病
に
つ
い
て

日　
時　
9
月
19
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分

講　
師　
井
畑　
淳
先
生
（
横
浜

医
療
セ
ン
タ
ー　
膠
原
病
・
リ
ウ

マ
チ
内
科
医
師
）

○
患
者
家
族
の
つ
ど
い

日　
時　
9
月
19
日
㈭
15
時
30
分

～
16
時

内　
容　
全
国
膠
原
病
友
の
会
神

奈
川
県
支
部
の
紹
介
、
体
験
談
、

情
報
交
換
「
日
常
生
活
の
工
夫
」

場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎
2
階

Ｄ
Ｅ
会
議
室

対
象
者　
膠
原
病
患
者
の
方
、
家

族
、
支
援
者
な
ど

定　
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
9
月
12
日
㈭

申
込
先　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務

所
保
健
予
防
課
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箱
根
町
の
食
文
化
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
家
庭
に
お
け
る
食
育
推
進
事
業

の
一
環
で
、
町
の
風
土
と
密
接
に

関
係
し
な
が
ら
培
わ
れ
て
き
ま
し

た
行
事
食
や
季
節
の
料
理
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
レ
シ
ピ
を

募
集
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
つ
い
て

は
、
さ
く
ら
館
に
電
話
を
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
入
手
く
だ
さ
い

提
出
期
限　
９
月
17
日
㈫

提
出
方
法　
①
持
参
、
②
郵
便
、

③
FAX
、
④
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

※�

①
に
つ
い
て
は
、
さ
く
ら
館
、

保
険
健
康
課

※�

②
～
④
に
つ
い
て
は
、
さ
く
ら

館
ま
で

提
出
先
・
照
会
先　
さ
く
ら
館
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sakura@town.hakone.
kanagawa.jp

　 8月21日に開講しました箱根土曜塾についてご紹介します。
◇箱根土曜塾とは？　　：�高等学校入学試験の受験対策のための、中学 3年生を対象とした塾です。

基本的に土曜日に行うため「箱根土曜塾」と名付けました。
◇塾の運営は？　　　　：民間教育機関「株式会社　城南進学研究社」に委託して行います。
◇会場は？　　　　　　：社会教育センターです。（小涌谷５20番地）
◇開講期間・回数は？　： 8月21日㈬から令和 2年 2月 1日㈯まで・延べ27回です。
◇授業科目は？　　　　：英語・数学・理科・社会です。
◇費用は掛かりますか？：教材費として一人につき月3,000円です。
◇土曜塾の特徴は？　　：�受講生の学力に応じて ５つのグループ（ ５～ 6名）に分かれ、各グループ

に 1名の講師がつき、受講生それぞれに合わせた授業を行います。

8月21日に、箱根土曜塾の開講式を行いました。

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎85－7600）

　 9月10日㈫～16日㈪は、自殺予
防週間です。もしも、身近な人か
ら「死にたいくらいつらい気持
ち」を打ち明けられたら、必要に
応じて、相談機関などにつなげて
ください。その行動が悩んでいる
人を支え、大切ないのちを「つな
ぐ」ことになります。
相談先　�神奈川県精神保健福祉セ

ンター　こころの電話相
談☎01２0－8２1－606

照会先　さくら館　☎85－0800

９ 月10日は
世界自殺予防デー

です

9 月21日㈯～30日㈪は
秋の全国交通安全運動実施期間です
「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「高齢者　模範を示そう　交通マナー」

9 月30日㈪は
「交通事故死ゼロを目指す日」です

　交通事故を防ぐため、次の点に注意しましょう。
○�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者○�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者
の交通事故防止の交通事故防止

○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止故防止

○�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの○�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底正しい着用の徹底

○�飲酒運転の根絶○�飲酒運転の根絶
　さまざまな場所に危険が潜んでいることを十分に
認識して、交通事故防止に努めましょう。


